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Fig．3　Two－dimensional　expression　of　a　group
　　　　constellation　based　on　E2－matrix，
　この図から，次の点が明らかになる，
　1）M1～M3の歯髄腔形態は，この順で一定の傾向を
もって変化する・これを原資料に戻って考えると，HCは
M1，　M2，　M3の順に減少し，逆にHTはこの順に増加す
る．そしてこの傾向は，主として第1軸（横軸）に反映さ
れている．
　2）各回ごとに年齢群による変化をみると，かなりはっ
きりした年齢差が認められる．すなわち，年齢が高くなる
にしたがってHCが増加し，逆にMTが減少する．
　3）年齢変化の程度は歯によって異なり，M1およびM3
では年齢変化が比較的大きく，M2では小さい．したがっ
て歯髄腔形態に関しては，M2はM1およびM3にくらべ
てやや安定しているといえる，
　第II軸（たて軸）の意味ははっきりしないが，原資料か
ら考えると，CおよびMTの変動を反映しているように
思われる．
3・4M1およびM2の歯髄腔の関係について
　観察に困難が伴いやすいM3を除いて，信頼性の高いM1
とM2について，その相互関係を分析する．
　すなわち，M1がHCのもの，　Cのもの，　HTのものそ
れぞれについて，M2の歯髄腔がどのような関係にあるか
を調査した．
　その結果，M1がHCの揚合M2はC，　M1がCの場合
M2はHTという組合せが最も多く，　MIがM2よりも広
い歯髄腔をもつ例はみられなかった．
　このことは，M1が常にM2よりもせまい歯髄腔を有す
ることが，両者の組合せの基本型となっていることを示す
ものである．
4　考　　察
　ヒトの下顎大臼歯の歯髄腔形態を，現代日本人を対象と
して調査した成績に基づいて，taurodontismの人類進化
学的意義について考察を加えたい，
　歯の内部構造に関しては，抜去歯を用いる研究方法が一
般的であり27），かつまた正確ではあるが，一定の集団につ
いて大標本の資料を集めることは甚だ困難である，とくに
大臼歯を対象として生体にこの方法を応用することは，ほ
とんど不可能といえよう，
　このような点から，エックス線写真を用いる方法は，集
団の調査を比較的短時間にまとめて行なうには最も有効で
ある．しかしその反面，撮影時の諸因子がエックス線写真
におよぼす影響を無視できない．エックス線像は，あくま
で立体的歯髄腔の一平面への投影にすぎず，多少のゆがみ
を伴うことはさけられない．したがって，計測による判定
は不適当である．それゆえ，歯の外形を一応の参考とし，
内形との比較関連に判定の基準をおくことが必要である．
また，その判定方法が，なるべく客観性を有するものでな
ければならない．本研究は，その点を充分考慮して基準を
設けた，
　歯髄腔と歯根の関連についてみると，この両者は，顎骨
の中にあって，かなり長期にわたり徐々に形成され，成熟
し，変化していくもので，この点人体の他の器宮とは大き
く異なる特殊性をもつといえよう．したがってその観察に
は，年齢的要素が必然的に重要視されてくるのである．
　歯髄腔の年齢的変化に関しては，多くの先人により詳細
に研究され，報告されてきたが32，33），いずれも研磨，脱灰，
透明化，鋳型法などによる組織学的研究方法であって，人
類学的な集団観察には適さない．つまり本研究の意義にそ
った方法としては，エックス線観察以外の方法はないであ
ろう，
　エックス線的資料の収集は，条件さえ整えば比較的容易
ではあるが，野外調査にはやはり多くの困難が伴う．それ
ゆえ，従来の報告が臨床的資料に基づくものが多いことも
うなづけるのである．
　その点，頭蓋標本を対象とした場合には，生体における
ごとく軟組織によるエックス線写真のボケもなく，極めて
鮮明でゆがみのない像を得ることができ，資料として最
適である．
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　Taurodontismの生成原因については，多くの研究者に
より解説されている．その中でも，遺伝学的な一現象34）
としてとらえる説，臨床的な局所的原因による限局した現
象とする考え35＞，また，著老が本研究で述べんとしている
人類進化の途上における現象の一つとするものなどが代表
的意見であろう36四38），
　さて，一般に下顎の大臼歯も上顎と同様，入類における
進化過程からみてM1が基本形を示すが，　M2，　M3は退化
の影響を受けて形態的にかなり変化している，
　この傾向は，M1からM3への退化現象の程度としてと
らえることができ，ひいては集団の変異の問題として分析
することが可能となる．
　たとえば，下顎大臼歯の歯冠外形を特徴づける最も著明
な形質として知られるgroove　pattern（Dryopithecus
and　plus　patterns）と，taurodontismとの関連をみると，
両形質の発現頻度に興味ある傾向を認めることがでぎる
（Fig．4）．このことは，両形質に関して進化学的にみると，
それぞれの歯がその部位に応じて異なる程度の退化の影響
を受けているからにほかならない，
　さて，歯髄腔は外形にしたがって変化するが，大臼歯の
歯根も後方の歯ほどゆ合，あるいは単根化する傾向があ
る．そのため，近心根が単根管を有する頻度は，後方の歯
ほど大きくなっていることが知られている．そこで最も興
味あるM2について歯髄腔と歯根との関係をしらべてみた
が，MI，　M3と同様，両者の間にはそれほどの関連性を認
めることがでぎなかった．下顎大臼歯の歯根が本来2根性
であること，歯根と歯冠の諸形質の変異にはかなりの差が
あって，歯冠外形がはるかに安定していることなどがその
％
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Fig．4　Variation　of　pulp　cavity　morphology　and
　　　　groove　pattern．
理由であろう（Table　3）．
　また，下顎大臼歯について特徴ある外部形質として記載
されているものに7th　eusp45，46），6th　cusp47），　de且ecting
wrinkle48），　protostylid41），などがある．これらの形質は
dm2（下顎第2乳臼歯）とM1に共通にあらわれるものであ
るが，それぞれ独立した遺伝子支配を受けるものと考えら
れ発現頻度も多様である．Hanihara49～51・53・55），　Hanihara
6彦αZ，52），埴原54）はこれに上顎乳切歯のシャベル型を加え
た5形質をひとまとめにして，類モーコ形質群と呼びいわ
ゆるcharacter　complexのひとつに数えることを提唱し
ている．この形質群はもちろん永久歯にも適用されるもの
である53），
　以上のことから，与えられたある集団の特徴を分析する
場合これら外部形質による観察とともに，内部形質として
の歯髄腔形態を調査することが，人類学的研究に欠かせな
い補助手段となるのである，このさい考えねばならないの
は，一旦形成されると変化することのない歯冠の外形と，
年齢的条件を常に考慮しなければならない凸形とでは，統
計的処理あるいは考察にさいして充分な注意を払う必要が
あるということである．距離分析によれば，M2ではCお
よびMTの頻度が，またM3ではMTの頻度が，必ずし
も年齢的に一定の傾向を示していない．このことは，これ
らの形態の頻度が単に年齢の関数として変化するものでは
なく，他の要因，たとえば遺伝的要因などの支配をより強
く受けているのではないかと考えられる．しかし，この点
については，さらに検討を加える必要がある，
　いずれにしても，以上の分析から，歯髄腔の形態には年
齢的要因が強く関与していることが明らかであろう．この
形質が法医学的細入識別に応用されるのはこのような面に
おいてである．埴原は生体の年齢鑑定にM2のエックス線
写真を利用した例56）を報告しているが，個々の形質ばか
りではなく，形質の複合を対象として研究をすすめ，記載
の数量化と多：変量解析によって父子鑑定への応用57）など
をも示唆している．
　ここで，歯髄腔形態に関する本研究の成績を第1報，第
2報と比較してみる．
　従前の報告ではhypercynodontism（HC）に相当する
ものをcynodontism（C）で一括して処理したが，すでに
述べたように歯髄腔は年齢が高まると徐々に変化して石灰
化がすすみ，ついにはかなり複雑な形態を示すようにな
る．つまり歯髄腔は極度にせまくなって天蓋と床底にはさ
まれた横棒のようになってしまう，さらにこの横棒からな
なめ外上方へのびる近遠心の2本の髄角，ななめ外下方へ
のびる近遠心の2本の根管とによって形成される細いたて
棒とで，あたかも“H”字型を示すようになる．著者はこ
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の形態を，歯髄腔形態の研究に不可欠な年齢的要素を加味
する意味から，hypercynodontismとして新たな項目を設
定し，本研究のための5段階分類法を作成したのである・
　第1報を要約すると，
　1）調査歯数は男性410歯（M1＝160，　M2＝202，　M3＝48），
女性548歯（M1＝196，　M2＝270，　M3＝82）である．
　2）M1は性別，年齢別にかかわらず，大部分がCを
示す．
　3）HTは，　M2，　M3においていずれも女性に発現率が
高い．
　4）年齢が高まるとHTは明らかに減少し，とくにM2
でその変化がはっきりと認められた．
　また第2報ではM1とM2の関連性を主とし観察した
が，調査歯数は男性132歯（M1；54，　M2＝78），女性106
歯（M1＝42，　M2＝64）で，全般的に本研究の成績とよく一
致し，その結果，歯髄腔の広さは常にM1≦M2妻M3の関
係にあることが推察される．
　以上の結果を人類進化の面から考察すると，まずヨーロ
ッパのいわゆる典型的Neanderta1人にみられるhyper－
taurodontismの伝統は，少くとも日本人にはもはや引ぎ
つがれていないとみることができよう．しかし，前述の通
り，ヨーロッパの白人においては，現在も稀にではあるが，
この形態が出現している．この事実はNeandertal人の伝
統が彼らにはまだわずかに残っていることを示唆している
のかもしれない．一方，Shawの報告11）によると，アフ
リカ黒人にもhypertaurodontismは々まとんどみられな
い．このような結果からみると，典型的なtaurodQ亘tism
はやはりヨーロッパに限局して現われたという可能性が強
いように思われる．
　今日，ヨーロッパの典型的Neanderta1人にみられる
種々の特徴は，おそらく彼らがWUrn氷河期の寒冷な
気候に適応したためとみられているが，彼らに特徴的な
taurodontismもあるいは寒冷適応の結果発現したものか
もしれない4）．いずれにせよ，このような観点から，さら
に種々の集団において多くの資料を得ることは，人類学に
とって重要な所見をもたらすものと考えられる58）．
5　結　　論
　1964年から1978年目かけて，北海道に在住する一般市
民と生徒，学生，ならびに関東地方の現代日本人より得た
下顎大臼歯エックス線写真を資料として，歯髄腔形態とく
にtaurodontismの調査を行ない，5段階分類法を用いて
観察研究した結果，次の結論を得た．
　1）現代日：本人の下顎大臼歯にはhypertaur・dontism
の所見は認められない．
　2）M1の歯髄腔は進化学的にみれぽ，　cynodontismが
基本的形態となる．
　3）M2の歯髄腔は，年齢とともにhypotaur・dontism
からcynodontismへと移行する傾向があるが，変化の程
度は比較的弱く，やや安定した形態を保っている．
　4）M3の歯髄腔はM1と対照的にhypotaurodontism
が基本的な形態と思われる．
　5）一般に下顎大臼歯においては年齢が高まるとhy－
percynodontismが増加しmesotaurodQntismが減少
する，
　6）この形質に関する性差は，M1では認められないが，
M2，　M3では全年齢を合わせた場合にごく僅かではあるが
女性にtaurodontismの傾向が強い・
　7＞歯髄腔の広狭の程度は，常にMl≦M2葦M3の関係
にある．
　8）歯髄腔形態による個人識別を行なうには，必らず
M1，　M2をともに調査し，　hypercynodontismの観察を詳
細に行なうべきである．
　9）　ヒトの歯の内部構造，とくに歯髄腔のtaurodontism
は，人類の集団に関する進化学的比較研究を行なう場合，
外形との相関において極めて重要な意義をもつ注目すべき
形質である．
　また，この形質の人類進化学的究研には，本論文に採用
せる5段階分類法が最も有効適切であると考えられる．
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